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ために、「音楽作品ゲーム」という考え方を導入するものである o 1 r-r真正なる』作品 ?J、 2 í音楽作品ゲーム論」、
3 íゲームの維持」、 4 í音楽作品ゲーム論から、音楽作品へ」の 4 つの章から構成されている (A 4 判本文全105頁。
うち最後の 4 頁は「引用ー参考文献」、註は本文の当該頁に脚注の形で記されている)。
第 1 章。我々が音楽作品を演奏したり聴いたりするときに、「真正さ (authenticity) J が現に、当然のこととして
求められているという現実があり、これが演奏家や聴き手の発言において確認されうることを例証するo しかしそう
した「真正さ」に対して次のような 2 つの批判がある。即ち、 1 )演奏家や聴き手の発言の内実を分析すると、その
「真正さ」なるものの内実が多種多様であり、極めて暖昧である o 2) っきつめると、真正さなるものは、原理的に


































2 章で一応の結論を見た後に、第 3 、第 4 章の記述が十分な展望を欠いているように見えること。そして、 2 )言及
行為が音楽作品ゲームを維持するという方法的見解と、ゲームのもつ本来的に現在的な性格とが事実上どのように両
立するかについて、もっと立ち入った究明が必要と思われること一。しかし、「音楽作品ゲーム論」という一見奇抜
とも思われる考え方を採ることによって、我々が音楽作品に現実にどのように対峠しているのかという問題に新たな
解明をもたらしたことは大きな功績と評価されうる。よって、本研究科委員会は、本論文を博士(文学)の学位を授
与するのに充分な価値を有するものと認定するo
